
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

■学年始め：4月1日～4月8日

■夏　　季：8月10日～8月29日

■冬　　季：12月22日～1月5日

■学 年 末：3月21日～3月31日

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

二級ガソリン
自動車整備士

② 　　　7人 　　　7人

人
二級ジーゼル
自動車整備士

② 　　　7 人 7人

人 車体整備士 ② 　　　16人 　　　16人

中古車査定士 ③ 15人 7人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

7 名 15 ％

 専門学校
 久留米自動車工科大学校

昭和51年4月1日 長嶋　正明

　〒834-0115
　福岡県八女郡広川町大字新代1428-21

（電話） 0943-32-0281

（別紙様式４）

令和５年８月１日現在

（前回公表年月日：令和３年１０月７日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

     学校法人
     久留米工業大学

昭和33年8月13日 萩原　重信

　〒830-0052
　福岡県久留米市上津町2228-66

（電話）

工業 工業専門課程 車体整備工学科
平成23年文部科学省

告示第166号
―

学科の目的

本校は教育基本法、学校教育法及びその他の教育に関する諸法令に基づき、高等学校教育の基礎の上に専門の知識・技能の教育を行い社
会に有用な技術を修得させる。二級自動車整備士の知識を備えながらも、自動車の車枠及び車体に関する知識と整備技術、板金・塗装に関す
る専門技術を学び、車体整備士及び二級自動車整備士の資格を取得し、自動車整備の専門分野である板金・塗装に関するリーダーとなる人
材を育成することを目的とする。

0942-22-2345

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成27年2月17日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

― ―

単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内数） 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼
2834時間 878時間 ― 1935時間

学期制度
■前期： 4月1日～8月31日
■後期： 9月1日～3月31日 成績評価

■成績表 ： 有

■成績評価の基準・方法　　科目毎に3段階評価する

　優（80点～100点）、良（70点～79点）、可（60点～69点）

75 人 46 人 0 人 13 人 0 人 13 人

長期休み
卒業・進級

条件

学修支援等

■クラス担任制　：　有

課外活動

■課外活動の種類　：　無

■個別相談・指導等の対応

長期欠席とならないように生徒と密に接して対応するのが基本
であるが、問題が生じた場合には、本人と保護者を含めた面談
を早期に行い、問題解決に努めていく。また、必要に応じて法
人内のスクール・カウンセラーとも相談しながら指導を行う。

■サークル活動　：　無

学則に定める全科目が一定の基準に達し、素行良好と認
められ、本校の定める自動車工学科二級課程卒業・進級
に必要な授業時間数満たす者。

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のい
ずれか
　に該当するか記載する。

　①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
　②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得す
るもの
　③その他（民間検定等）

： 100
■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　0人

■就職者数
：

16 人

自動車製造業・自動車整備業・自動車販売業・建設機械整備等

（令和4年度卒業者に関する、令和5年8月1日時点の情報）

　　令和4年4月1日時点において、在学者46名（令和4年4月1日入学者を含む）

　　令和5年3月31日時点において、在学者39名（令和5年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

　経済理由、病気による欠席過多、就職等。

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
URL: https://www.kic-car.ac.jp/school/

■就職率　　　　　　　　　： 100

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容

１年生対象に６月より企業からの外部講師による社会人講座を
行い、７月末には各企業による企業説明会を行う。１年生の学
科授業（ビジネスマナー）において、面接試験の受け方、接遇
マナーなどの指導を行っている。

■卒業者数
：

16

■就職希望者数
：

16

■主な就職先、業界等（令和4年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
（令和4年度卒業者に関する令和5年8月1日時点の情報）

■中退防止・中退者支援のための取組

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度　：　有
　　学力特待生：前期後期の期末試験優秀者に奨学金を授与）
■専門実践教育訓練給付　：　非給付対象

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価　：　無

欠席が退学に直結するため、無断欠席や欠席が連続した場合は必ず電話連絡、自宅訪問を行うなどのフォローを欠かさずに行う。また、必要
に応じて保護者への連絡・面談を確実に行い、生徒との関わりを密にし続けることを心掛ける。



種別

③

③

③

③

③

③

②

②

②

②

 （年間の開催数及び開催時期）

　各販売会社の就職試験が年々早くなってきており、学校の期末試験が終了しない状態で就職試験を受験する事が多くなってい
る。この様な状況で、就職試験に必要な「卒業見込み証明書」を発行するのは難しいという旨を問題提起し、就職試験の時期を遅
く出来ないかなどの申入れを行った。

令和5年4月1日～
　　　　令和7年3月31日

令和5年4月1日～
　　　　令和7年3月31日

令和5年4月1日～
　　　　令和7年3月31日

令和5年4月1日～
　　　　令和7年3月31日

令和4年4月1日～
　　　　令和6年3月31日

令和4年4月1日～
　　　　令和6年3月31日

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

原田 和裕

専門学校　久留米自動車工科大学校
令和3年6月24日～

　　　　令和5年6月23日

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

  年２回　（８月、２月）

野田　祐之

北村　光一

長嶋　正明

田中 亮一

杉野　啓司

森　高浩

福岡日産自動車株式会社

福岡トヨペット株式会社

（一社）福岡県自動車整備振興会

専門学校　久留米自動車工科大学校

専門学校　久留米自動車工科大学校

矢加部　仁 　ネッツトヨタ西日本株式会社
令和5年4月1日～

　　　　令和7年3月31日

名　前 所　　　属 任期

坂口　浩史 日産プリンス福岡販売株式会社
令和5年4月1日～

　　　　令和7年3月31日

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成
を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針
　本校のおけるカリキュラムは教務課を中心に作成されているが、このカリキュラムを自動車産業界の有識者を含めた教育課程
編成委員会で精査し、今、社会で求められている産業人の育成と教育の質の向上につなげていくことを基本方針とする。本校職
員において、企業側（社会）が求める社会人像、あるいは入社前に身に付けておいて欲しい礼儀、知識、技術などが正確に把握で
きていない事は大きな問題である。そこで、この問題を解決するため、教育課程編成委員会会議において、お互いの教育方針、教
育方法、人間教育、道徳心など多岐にわたって協議し、カリキュラムを修正または、新しいカリキュラムを提案していくことで、学校
と企業との協調教育を実現させる。
年度内に2回の教育課程編成委員会を行うことを原則とし、第1回では、本年度のカリキュラムに関する問題点あるいは、改善提案
等の収集、第2回では、、来年度のカリキュラムの提示、新カリキュラム実施というＰＤＣＡサイクルによる教育プログラムの構築を
行っていく。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

　学則に定めた全教育課程について、各学科ごとの担当教員（複数の場合は主たる教員）が授業計画（シラバス）を作成し、教育
課程の所管課である教務課が調整する。調整した授業計画を教育課程編成委員会の会議に提案し、当該委員会における審議・
意見内容に基づき、学校において必要な修正内容を反映した上で、最終の授業計画として決定・公表する。なお、教育課程編成
委員会には、自動車整備及び板金・塗装の業務を実施している自動車ディーラー等の企業委員を構成員とするとともに、学校長
を委員長に、企業出身委員を副委員長として、組織機能の実効性を担保している。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

冨永　昭彦 ネッツトヨタ西日本株式会社
令和5年4月1日～

　　　　令和7年3月31日

令和5年4月1日現在

専門学校　久留米自動車工科大学校

（開催日時（実績））

　　第１回　令和4年8月4日　15：00 ～ 15：30

　　第２回　令和5年2月9日　15：30 ～ 16：00



　＊　スバル技術研修会　（令和４年８月４日）

　＊　リスクマネージメント　（令和４年７月２２日）

　＊　若者のキャリア形成の困難と専門学校の意義　（令和４年８月２日～４日）

②指導力の修得・向上のための研修等

　＊　学生の意欲を育む関わり方　（令和４年１２月１６日）

自動車整備作業
エンジン

外部診断器の取り扱い 九州スズキ販売株式会社

自動車整備作業
エンジン

日常点検と１２ケ月点検 株式会社九州マツダ

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

１.挨拶、礼儀、言葉遣いなど、人としての必須教育に重点を置く
２．基本に忠実な作業を身に付けた上で、臨機応変な作業の創造につなげていく
３．実習において習得すべきは、安全作業であることの徹底

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

自動車整備に関する実習担当教員と企業の講師が実習前に事前に打ち合わせを行い、実習内容を決定する。実習は連携企業
の講師を中心として本校担当教員がサポート形で行い、新機構を備えた自動車を使用しその気候に関する知識・技術を学ぶ。
尚、実習終了時には、企業と本校で作成した実習理解度テストを行い、学習の成果を確認する。尚、生徒の学習成果の評価は、
実習後の理解度テストを６割、実習時の態度点を４割として算出したものを連携実習の評価点とし、年間総合評価に反映させる。

（３）具体的な連携の例

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

　自動車の進歩はめざましく、日々新しい技術が投入されている。これらの新技術に対する職員の情報源は、専門誌、新聞、イン
ターネットに限られてしまい、自動車専門学科の教員としてスキル向上を目指すうえで情報不足となりがちである。これらを補うた
め、企業等の講習会、研修会などに参加することで活きた情報あるいは、技術を習得し、リアルタイムで授業に反映させる。また、
指導力の修得・向上に関しては、外部講師を迎え、専門性の高い講義を行ってもらい、生徒に対する話し方や言葉の選び方など
から心理状態まで幅広く学び、教師としてのスキルアップを図って行く。これらの研修等は、久留米自動車工科大学校における教
員研修規程に基づき、工学部専任教員全員を対象として実施される。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

　＊　マツダ技術セミナー　（令和５年１月１７日）



　＊　スバル技術研修会　（令和５年８月３日）

・教育活動などに関する情報公開が適正になされているか。

・システム化等により業務の効率化が図られているか。

　か。

・教育理念、育成人材や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応

（２）学校運営 ・運営方針に沿った事業計画が策定されているか。

・学科やコースの教育目標、教育人材像は、それぞれに、それぞれに対応す
　る業界のニーズに向けて方向ずけられているか。

・運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか。

・運営組織や意思決定機能は、有効に機能しているか。

・学校における職業教育の特色はもっているか

・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を持っているか

・学校の教育理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等

　に周知されているか。

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

　＊　トヨタL＆F　工場見学会　（令和５年８月４日）

（３）教育活動

（１）学校関係者評価の基本方針

学校評価の基本である自己評価をもとに、本校の教育理念、学校運営状況、教育環境などを企業の方々、並びに、保護者、地域
の方々に知っていただき、今後の学校運営に協力と理解を求めていく。　また学校運営において、地域の方とのコミニケーションは
非常に大切な要素であり生徒たちが日々学生生活を営む上でもこのことは欠かせない。この学校関係者評価委員会の開催によ
り、さらに地域に根差した学校へと変革していく。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

・キャリヤ教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法

　の工夫・開発が実施されているか。

・関係分野における実践的な職業教育が体系的に位置づけられているか。

・授業評価の実施・評価体制はあるか。

・成績評価・単位認定、進級・卒業判定基準は明確になっているか。

・人事等に等に関する規定等は整備されているか。

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標 ・学校の教育理念・目的・育成人材像は定められているか

・学習等のカリキュラムは体系的に編成されているか。

　した教育到達レベルや学習時間確保は明確化されているか。

・教育理念などに沿った教育課程の編成・実施方針などが策定されている

②指導力の修得・向上のための研修等

　＊　計画中

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価
を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係



種別

卒業生

保護者

教職者

業界団体

　指導力育成など資質向上の取り組みがなされているか。

・職員の能力開発のための研修等が行われているか。

・資格取得の向上が図られているか。

・退学率の低減が図られているか。

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用

　されているか。

・資格取得に関する指導体制、カリキュラムの中で体系的な位置づけはある

・学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか。

・財務について会計監査が適切に行われているか。

・財務情報公開の体制整備はできているか。

・進路に関する支援体制は整備されているか。

　取り組みが行われているか。

・卒業生等の社会的な活躍及び評価を把握しているか。

・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の

　か。

・人材育成目標の達成に向けて授業を行うことができる要件を備えた教員を

　そなえた教員を確保しているか。

　　　令和5年4月1日現在

退学者の増加に対して改善が進んでいないという事に対しては、学校側から退学に至る理由を説明し、学校関係者委員の意見を
拝聴したうえで、今後の対策を検討した。従来からの個人面談、家庭訪問、などの他、退学理由の検証・分析などを行い、更なる
対策を行っていく。また、就職後、上司や年長者とコミニケーションがとれない人材が増えてきているという指摘には、学科におい
て外部講師によるビジネスマナー講義、実習においてはカリキュラムに接遇やお客さま対応などの項目を取り入れコミニケーショ
ン能力の向上を図っている。

・学生相談に関する支援体制は整備されているか。

・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。

・学生の健康管理を担う組織体制はあるか。

・課外活動に対する支援体制は整備されているか。

・保護者と適切に連携しているか。

・卒業生への支援体制はあるか。

・高校・高等専門学校等との連携によるキャリア教育・職業教育職業教育の

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）学校関係者評価結果の活用状況

（６）教育環境 ・施設・設備は教育上の必要性に十分対応できるように整備されているか。

・学内外の実習施設、インターンシップについて十分な教育体制を整備して

　いるか。

・防災に対する体制は整備されているか。

（９）法令等の遵守

（４）学修成果 ・就職率の向上が図られているか。

（５）学生支援

名　前 所　　　属 任期

木下　真吾 久留米自動車工科大学校同窓会
  令和5年4月1日～
　　　　　令和7年3月31日

吉田 晴義 久留米自動車工科大学校後援会
  令和5年4月1日～
　　　　　令和7年3月31日

・法令、専修学校設置基準の遵守と適正な運営がなされているか。

（１０）社会貢献・地域貢献

（１１）国際交流

・自己評価結果を公開している。

・自己評価の実施と問題点の改善を行つているか。

・個人情報に関し、その保護のための対策が取られているか。

（７）学生の受入れ募集 ・学生募集活動は、適正に行われているか。

（８）財務 ・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか。

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか。

・校納金は、妥当なものとなっているか。

東　説秋 祐誠高校教師
  令和5年4月1日～
　　　　　令和7年3月31日

北村　光一 （一社）自動車整備振興会
  令和5年4月1日～
　　　　　令和7年3月31日

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿



・カリキュラム

・取得可能な資格並びに免許

・国家試験合格率の実績

・卒業者数

・卒業後の進路

　　URL: https://www.kic-car.ac.jp/school/

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

  ホームページ

　URL: https://wwws.kic-car.ac.jp/school/
　公表時期：令和5年9月1日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情
報を提供していること。」関係

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　　専門学校における情報提供への取り組みに関するガイドラインに基づき、ホームページ及びキャンパスガイドを活用して、正確
に情報提供を行う。情報収受する側の意向に沿えるよう、学校関係者評価委員会等の意見も参考にしながら、提供情報内容の変
更などを行って行く。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 ・校長名、所在地、連絡先

・部活動、放課後活動など等のなどの状況
（６）学生の生活支援 ・学生支援への取り組状況

・学生寮、に対する案内。
（７）学生納付金・修学支援 ・生徒納付金の取り扱い。

・活用できる就学支援金の内容

・学校の沿革・歴史

・教育活動内容

・施設・設備
（２）各学科等の教育 ・各課程の定員数

・就職試験合格率の実績

（３）教職員 ・教職員プロフィール(　担当科目・職歴・資格等）　　　　　　　
（４）キャリア教育・実践的職業教育 ・就職支援等への取り組み状況

（１１）その他 ・学則
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
　　ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　ブログ、キャンパス・ガイド、募集要項

（８）学校の財務 ・資金収支計算書

・消費収支計算書

・損益計算書

・財産目録
（９）学校評価 ・自己評価

・学校関係者評価
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 ・学校行事への取り組み状況
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○ 教養知識
就職活動における一般常識の実力の養成及
び社会人としての教養を学習

1
・
前

13 ○ ○ ○

○ ビジネスマナー 社会人としてのマナーや所作を学ぶ
1
・
通

29 ○ ○ ○

○ 企業研究 社会人としての心構え等を学ぶ
1
・
前

13 ○ ○ ○

○ エンジン構造
ガソリンエンジンとジーゼルエンジンの基
本構造と原理について理解する。

1
・
通

56 ○ ○ ○

○ シャシ構造
自動車シャシの基本的原理及び構造につい
て理解する。

1
・
通

56 ○ ○ ○

〇 シャシ構造
自動車シャシの応用的構造について理解す
る

２
・
後

17 〇 〇 〇

○ 電装品構造
自動車電装品の基本的原理及び構造につい
て理解する

1
・
通

56 ○ ○ ○

○ 二輪自動車構造 二輪自動車の基本構造と原理を理解する
1
・
通

29 ○ ○ ○

○ 自動車総論
自動車の歴史と基礎的自動車の原理、法
規・法令など幅広く学ぶ

・
1
前

13 ○ ○ ○

○ 特殊機構
自動車の新技術や自動車特有の機構につい
て学ぶ

２
・
通

39 ○ ○ ○

○ 自動車の力学
高校数学の復習と自動車の基礎的な計算問
題を理解する

1
・
通

29 ○ ○ ○

○ 自動車の数学
自動車の性能などに関わる数学と二級自動
車整備士試験における計算問題を理解する

２
・
通

39 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（工業専門課程車体整備工学科）令和5年度
分類

授業科目名 授業科目概要
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期
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携



○ 電気工学
電気の基礎的理論と自動車への応用例につ
いて学ぶ

1
・
前

13 ○ ○ ○

○ 自動車の材料
自動車に使用される材料の種類及び、その
材料の特徴を理解する

２
・
通

23 ○ ○ ○

○ 燃料・油脂
自動車に使用される燃料と油脂類について
種類と特性を理解する。

1
・
前

13 ○ ○ ○

○ 製　　図
図記号の意味や図面を書く上でのルール
等、製図に関する基礎を学ぶ

２
・
通

23 ○ ○ ○

○
ガソリン・

エンジン整備
ガソリンエンジンの整備方法の基本から故
障探求までを学ぶ

２
・
通

45 ○ ○ ○

○
ジーゼル・

エンジン整備
ジーゼルエンジンの整備方法の基本から故
障探求までを学ぶ

２
・
通

33 ○ ○ ○

○ シャシ整備
自動車シャシの整備方法の基本から故障探
求までを学ぶ

２
・
通

49 ○ ○ ○

○ 二輪整備
エンジンやエンジン制御等の電子制御に使
用されるセンサー、アクチュエータの信
号、電圧、故障診断等を学習

２
・
通

18 ○ ○ ○

○ 電装整備
自動車電装品の整備方法の基本から故障探
究までを学ぶ

２
・
通

46 ○ ○ ○

○ 故障原因探求
故障の確認から探求法、診断法、交換部品
等不具合修理のアプローチを学ぶ

２
・
通

21 ○ ○ ○

○ 整備作業機器
自動車整備作業に使用する工具・機器類の
構造・機能、使用方法を学習

1
・
通

29 ○ ○ ○

○
測定・
検査機器

自動車整備作業で使用する検査・測定機器
について学ぶ

２
・
通

18 ○ ○ ○

○ 自動車検査
定期点検整備に必要な、自動車保安基準に
ついて学ぶ

２
・
通

34 ○ ○ ○

○
自動車整備に
関する法規・

法令

自動車整備士に必要な、道路運送車両法に
ついて学ぶ

２
・
通

34 ○ ○ ○

〇 材　料
自動車に使用される金属材料、鉄鋼材料、
アルミニウム、合成樹脂の性質等を学習

３
・
前

23 ○ ○ ○



〇 力　学
自動車の車枠・車体にかかる荷重分布の状
態及び計算方法を学習

３
・
後

14 〇 〇 〇

〇 構造機能 自動車のボデー構造の基礎を学習
３
・
前

12 〇 〇 〇

〇 整　備
自動車車体の整備目的、ガス溶接及びアー
ク溶接、ボデーフレーム修正、カット、フ
レーム修正の基礎知識を学習

３
・
通

107 〇 〇 〇

〇 板　金
板金作業に必要なパネルの構造・性質、素
材及び性質、作業方法を学習

３
・
通

25 〇 〇 〇

〇 塗　装
塗装作業の全工程（前処理、下塗り、中塗
り、上塗り）の塗料の種類・性質等、塗装
設備、乾燥方法、補習塗装を学習

３
・
通

83 〇 〇 〇

〇 損傷診断
衝突事故等による車体の破損状況を分析
し、車体の損傷診断の基礎を学習

３
・
通

26 〇 〇 〇

○
工作作業手仕
上げ・機械工

作

金属材の加工や仕上げ作業の実習を通して
機械工具類の安全な取り扱い方を修得

1
・
通

36 ○ ○ ○

○
測定作業
基本計測

自動車整備に必要な部品や装置の測定方法
を、使用する計測器の構造、原理、有効桁
数、測定の要領を習得

1
・
通

32 ○ ○ ○

○
測定作業
基本計測

電子制御化された自動車の故障診断に必要
なオシロスコープの取り扱い方法を習得

２
・
前

20 ○ ○ ○

○
自動車整備作
業エンジン

エンジンの動力発生の原理・仕組みを実物
で確認し、分解・組付けの手順、方法等の
基礎を修得

○ ○ ○ ○

○
自動車整備作

業シャシ
シャシの実物を確認し、分解・組付けの手
順、方法等の基礎を修得

○ ○ ○

○
自動車整備作

業電装
電装部品の実物を確認し、分解・組付けの
手順、方法等の基礎を修得

○ ○ ○

○
自動車整備

作業エンジン

ジーゼルエンジン・ガソリンエンジンの分
解、組付け等の手順、方法、部品の取り扱
い方等を修得

○ ○ ○

○
自動車整備
作業シャシ

シャシの分解・組付けを通して、構造や作
動を学び故障内容を修得

○ ○ ○

○
自動車整備
作業電装

電子制御等のトラブルを、テスタやオシロ
スコープ等の測定機器を使用して対処する
方法を修得

○ ○ ○

１
・
通

642

２
・
通

581



○
自動車整備作業
故障原因探求

測定機器を使用した故障診断の手順等故障
探究方法を修得

○ ○ ○

〇
点検・分解・組
立・調子・検査

ボデーを構成している部品の機能の点検・
建付け・調整を学び、ボデーの曲がりやね
じれの計測機器による点検を修得

３
・
通

〇 〇 〇

〇 板　金
ハンマリング、鋼板の整形作業、パテ整
形、ボデーパネル修理を修得

３
・
通

〇 〇 〇

〇 塗　装
塗装修理、下地処理と上塗り塗装作業等の
方法を修得する

３
・
通

〇 〇 〇

〇 損傷診断
フレーム修正方法、ボデー計測方法、事故
車の損傷診断方法を修得

３
・
通

〇 〇 〇

○
自動車
検査作業

保安基準に適合しているか検査機器を使用
し、完成検査を行う

２
・
通

60 ○ ○ ○

48　　　科目

卒業要件及び履修方法 授業期間等

卒業の要件は、必須科目の期末試験を６０点以上で合格し、本校の定める自動車整
備士二級課程の授業時間を満たしたものとする。なお、履修方法は、授業毎に学生
個人別出欠を調査し、各教科の履修効果を評価するための期末試験を行うものとす
る。

１学年の学期区分 2期

後期:25週

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合

  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学期の授業期間

前期:17週

２
・
通

581

合計 3214単位時間(      単位)

775


